
（平成最後の南木倶楽部勉強会）平成31年4月27日（土） 
第39回「南木倶楽部全国勉強会」（第124回大阪読書研究会）レジュメ 南木隆治  

（はじめに）「大宅由人」君（智道由善信士）の霊よ安かれ。黙祷。大宅君は前回の「南木倶

楽部勉強会」の司会をしてくれました。皆様の供花への御礼。「日の丸行進」の時の思い出など。 

 

最近知った「脳梗塞」等の後遺症について、その一般に為されている「リハビリ」治療ではな

い方法で、完全に｢復活する｣道が開けたことについて。「ゆっくり出来ない動きを早くしてはいけない。」 

我が国は「再生医療」について、世界最先端だが、「脳」の再生医療が可能となっても、結局、

問題は「意識」のあり方の問題である。壊れたところ以外の「脳」で多くの場合「完全復活」は

可能。（「堀尾憲市」氏の発見） 

 

「令和」は「國體」の甦りの時代。我が民族、国家の本質は縄文時代以来失われていない。 

これから多くの人々が益々その事を語るようになるだろう。 

「令和」は我が国が「失われた機能」を取り戻す時代。「平成」は一言で言えば「停滞」。 

前回申しあげたように、我が国はこれから大発展する。なぜなら、今年から『天皇の祈り』が

倍になる。また、嬉しい事に、大阪も大発展するだろう。 

 

今上陛下、皇太子殿下と政府、および内閣法制局。 

皇太子殿下も深く過去の天皇の研究をされている。天皇がどうやって時の政権と対峙したかを。 

「日本国憲法」は『上皇』の出現によって既に、根本的な存立意義の変更が為された。 

我が国（國體）が姿を現した。 

我が国の本来の姿は「不文憲法」。幕末まで「大宝律令」が機能していた。前に有るものを全

て壊さずにやってきた。「日本国憲法」も根こそぎ無くなる事はないだろう。 

 日本人は書かれたものより深い世界が有ることを無意識の内に知っている。ここが「契約社

会」ではないところ。そしてその次元が「世界の課題」解決には必要。 

 

①大阪の選挙結果について。これから大阪市民がどう考えるか。 

 大阪市の消滅が有るか。無いか。堺市はどうなるか。 

 府市統合は必ずなされるだろうし，そうでなければならない。堺市が一つの行政単位として残

るとき、大阪市を４分割も出来るか。４分割すると、一つの区の人口は堺市を下回ってしまう。 

（大阪市 270 万人。堺市 84 万人）当面大阪市そのままでの府市統合を南木は希望。知事が市長

を兼任する。橋下徹氏が最初に提唱した「グレーター大阪構想」は注目に値するが、これは道州

制の「首都」であれば賛成できる。大阪府だけを「効率化」するのにそこまでの「革命的」改革

は無理がありすぎ。知事が市長を兼任して、強大な「権力」を持ってもらいたい。法改正すれば

出来る。内閣法制局は反対するだろうが、この機会に官僚制度まで「維新の会」は切り込むべき。 

 

②官僚支配の弊害はもう限界に来ている。文部官僚が「正体」を見せ、国民は実態が分かった。 

政治家が官僚の人事権を持っていない状態は民主主義といえるか。 

必ず「政」と、「官」の関係の見直しが必要となる。我が国の公務員制度と、労組、特に自治

労と、日教組。何故「連合」は賃上げを主張する「政府」を支持しないのか。 

「消費税増税」に賛成する労組幹部に存在理由は有るのか。一体誰の味方なのか。 

労働運動について。「同盟」と「民社党」がなくなった事の意味は大きい。  

「消費増税反対」→ 漫画『私立Ｚ学園の憂鬱』 トランプ大統領周辺からも。（幸福の科学） 

 逆に５パーセントへの「消費減税」を訴えて、解散総選挙もありうる。（週刊ポスト）この場

合、「連合」には首相豹変の直前まで「消費増税」を言わしておけば良い。 

日本にプライマリーバランス問題など、既に存在しない。「過ぎし日の面影」にあったような日

本はもう永遠に来ないか。やるべき公共投資は無限に有る。『能』の舞台と、我が国の風景。人

口問題は若者を豊かにすれば解決する。 

 



③ 世界情勢。朝鮮半島が北によって統一されるシナリオは少しも変っていない。「拉致問題」

の解決も今やそれしか道は無い。武器を実際には使わずに、情報、経済、文化、宗教、等、

人類の未来を決める「第三次世界大戦」が現在進行中と考えた方が良い。この戦いを日米が

制して、そのあと、米国が徐々に弱体化すれば、順番はいやでも日本に回ってくる。そのと

きの準備をしなければならない。 

 それにはまず「大東亜戦争」に勝っていたら、何をしなければならなかったのかを考えねばな

らない。将来「新国際連合」の常任理事国に我が国は必ず成らねばならない。 

 当面の「核シェア」は絶対にしなければならない。「新高麗共和国」は北京まで届く核を持っ

たまま「連邦国家」として成立する。一見、対馬海峡があたらしい「境界線」になったように見

える。そのときしか我が国に核武装の機会はない。ピョンヤンにアメリカの軍事顧問を置くなら、

キムジョンウンは「米朝平和条約」「日朝平和条約」が成立するまではどれほど対日でひどい事

を言っていても良いし、その方が良いのだが、多分南に言わせるだろう。 

現在起こっている世界現象は、我が国にとって「最良」の状態である。 

 「勝ちに行く日本」を、一人でも多くの日本人がイメージし、考えるよう『令和』の時代を創

っていきましょう。 

 

④ 今年はベルサイユ条約 100 周年で、何の国家的行事もしていないのは不満だが、自衛隊がパ

リでの行進に堂々と参加した事は良かった。昨年の「南シナ海」での我が艦隊のプレゼンス

を含め、軍事について、安倍政権は出来る全ての事をしている。またその戦略は正しい。こ

れからもそうするだろう。「権力は銃口から生まれる」（毛沢東）。他の事は 50 点でも、まず

軍が重要。 

⑤ 「移民」と、『同化』。「多文化共生」は不可能。 

マスメディア。朝日新聞と、産経新聞。何か微妙な変化が生じている。産経しっかりせよ。都合の

悪い事、理解しがたい事はなんでも「ポピュリズム」という風潮に乗るのか。ヨーロッパで「移

民」に反対する人々は、「ポピュリスト」か。その他（「夜間中学」。「李登輝」等の連載物）。逆

に、朝日新聞は、数週間前の日曜一面トップで、チャイナの核ミサイルが我が国の都市に照準を

あわせている事を大きく報道。 

⑥『フジ住宅』裁判の事。次の裁判は5月16日（木）14時。 

大阪地裁堺支部。傍聴券抽選には13時30分までに裁判所へ。 

「日本は良い国だ」と繰り返し言えば、それは「ヘイト表現である。」と原告側弁護士は法廷で述べて

いる。この裁判で負けたら、我が国の学校で、教師は児童生徒に「私たちの国は良い国です。」と繰り返

し言えなくなる。この裁判と我が国の未来は直結していて、東アジア全体の運命とも関わっている。皆様、

ご協力お願いします。 

⑦（復習・人類の未来）未来から見て、我々はうまく行ったのだ。だから今存在している。 

（復習）ホログラム宇宙論。（マンダラと宇宙の設計について。空海の直感の凄さ。両界曼荼羅・胎蔵界曼荼羅・金

剛界曼荼羅）。政治思想として、「唯物論」内での「転向」とそうでない「転向」。（再再度、宇宙物理学の現在と、世界像。

「情報」の本質について。宇宙は「情報」だけかもしれない。インターネットと、「イデアの世界」。この世界が仮想現実

であることを示す証明式 https://www.youtube.com/watch?v=Ftpz8mQiYnQ   

（推薦する書籍 最新）アンダーラインは超重要。Ⅰ雑誌「マタニティ・ヨーガ通信」の中に紹介されている「奇

跡の復活」（中部日本教育文化会）堀尾憲市 Ⅱ「続マスコミ偽善者列伝」（飛鳥新社）加地伸行 Ⅲ「令和への伝言」（別

冊正論）産経新聞社 Ⅲ「横浜市がつくる会系を選んだ理由」（産経新聞出版）今田忠彦  

（推薦する書籍｡）】①「大東亜戦争 失われた真実」（ハート出版）奥本康大 ②「日本にリベラリズムは必要ない。リベ

ラルと言う破壊思想」（KKベストセラーズ）田中英道 ③ 「美しき日本の残像」（朝日文庫）アレックス・カー ④「観

光亡国論」（中公新書）アレックス・カー ⑤「上皇の歴史」（中公新書）本郷和人 ⑥「太平洋戦争の大嘘」(DIRECT)

藤井厳喜【南木が繰り返しお勧めする名著】①「隠れていた宇宙」上下（ハヤカワ文庫）ブライアン・グリーン  ②

「太平洋に消えた勝機」（光文社）佐藤晃 ③「スープの手ほどき」（文藝春秋）辰巳芳子 ④「ツキの大原則」（現代書

林）西田文郎  （その他）「日本再興戦略」(DIRECT)藤井厳喜 西尾幹二        以上  


